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大阪駅前 
ダイヤモンド 
地下街 

ホワイティうめだ 
梅
田
駅 

東
梅
田
駅 

西
梅
田
駅 

ド
ᶌ
チ
カ 

大阪駅前地下道 

西梅田地下道 

北新地駅 

阪神梅田駅 

曽根崎地下歩道 

 

○想定雨量 

24 時間総雨量：549mm 

１時間最大雨量：147mm 

○発生頻度 

                                      千年以上に一度 

 0.1～0.3m 未満 

 0.3～0.5m 未満 

 0.5～1.0m 未満 

 1.0～3.0m 未満 

 3.0～5.0m 以上 

 地下街・地下駅

等 
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  浸水 地下空間に 
雨水流入 
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２－４ 避難誘導開始のタイミング、避難先 

 

・出入口等から水が流入するおそれがある場合あるいは流入した場合、水の流入がない最寄り

の経路で浸水想定よりも高い階への避難（垂直避難）を呼びかけることとし、垂直避難が困

難な場合は浸水想定区域の外側への避難（水平避難）も検討する。 

・特に、地下街等のフロア面の高低差により流入した水が向かう方向の滞在者や地下２階の滞

在者への避難の呼び掛けを徹底する。 

※垂直避難に関しては、津波避難ビルへの避難を優先し、接続ビルへの避難も想定する。な
お、避難先となる接続ビルは、津波避難ビルの指定要件（新耐震基準を満たした鉄筋コンク
リート造もしくは鉄骨鉄筋コンクリート造）と同等の構造を有する建築物であることが望ま
しい。 

 

（参考：「大阪駅周辺地区 地下空間浸水対策計画」（R6.3）） 
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 0.5m 未満 

 0.5～3.0m 

 3.0～5.0m 

 5.0m 以上 

 地下街・地下駅等 

大阪駅前 
ダイヤモンド 
地下街 

ホワイティうめだ 
梅
田
駅 

東
梅
田
駅 

西
梅
田
駅 

ド
ᶌ
チ
カ 

大阪駅前地下道 

西梅田地下道 

北新地駅 

阪神梅田駅 

曽根崎地下歩道 ○想定雨量 

24 時間総雨量 360mm 

○発生頻度 

 千年以上に一度 
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  浸水 大阪駅周辺に 
氾濫流到達 



23  

    

 

 

 

 



24  

３－２ 避難誘導開始、誘導員等が最終避難するタイミング 

 

【基本的な考え方】 

・避難誘導は、浸水想定よりも高い階への避難（垂直避難）を呼びかけることとし、垂直

避難が困難な場合は浸水想定区域の外側への避難（水平避難）も検討する。 

・管理者を含めた全ての人の避難は、警戒レベル４避難指示の発令から、警戒レベル５緊

急安全確保の発令までの間に完了させる。〔目安：警戒レベル４避難指示の発令から 1

時間以内〕 

 

警戒レベル３高齢者等避難が発令された時 

⇒・「警戒レベル３高齢者等避難」が発令されたことを周知 

・高齢者等の利用者へ地下からの退出を呼びかけ、浸水想定よりも高い階への避難（垂直

避難）誘導、垂直避難が困難な場合は浸水想定区域の外側への避難（水平避難）誘導 

 ・地下街管理者並び接続ビル管理者は、地下階及び地下街店舗等の閉店準備 

・地下駅管理者は、鉄道の運休準備 

警戒レベル４避難指示が発令された時 

⇒・「警戒レベル４避難指示」が発令されたことを周知 

・全ての利用者へ地下からの退出を呼びかけ、浸水想定よりも高い階への避難（垂直避難）

誘導、垂直避難が困難な場合は浸水想定区域の外側への避難（水平避難）誘導 

・各管理者は利用者の避難完了を確認後、浸水想定よりも高い階への避難（垂直避難）、

垂直避難が困難な場合は浸水想定区域の外側への避難（水平避難） 

・全ての利用者及び管理者の避難完了 

・地下街管理者並び接続ビル管理者は、地下階及び地下街店舗等の閉店を完了 

・地下駅管理者は、鉄道の運休を完了 

警戒レベル５緊急安全確保が発令された時 

⇒【避難が完了していない場合】 

・「警戒レベル５緊急安全確保」が発令されたことを周知 

・全ての利用者及び管理者へ地下からの至急退出を呼びかけ、浸水想定よりも高い階への

避難（垂直避難） 

台風情報や線状降水帯発生情報等により事前に大雨が予想される場合 

⇒・地下街管理者並び接続ビル管理者は、大阪市が発令する避難情報だけではなく、鉄道の

運休等の情報を考慮して、事前に臨時休業や営業時間の短縮等を検討 

・地下駅管理者は、台風の進路や勢力、雨量の予想を参考に、他路線や他区間との関係も

考慮して個別に判断 

※垂直避難に関しては、津波避難ビルへの避難を優先し、接続ビルへの避難も想定する。なお、
避難先となる接続ビルは、津波避難ビルの指定要件（新耐震基準を満たした鉄筋コンクリー
ト造もしくは鉄骨鉄筋コンクリート造）と同等の構造を有する建築物であることが望まし
い。 

※気象台からの気象情報（大雨警報や洪水警報等）が解除されるまでは、各管理者から避難先
へ災害情報の提供を行うよう努める。 

※管理する地下街の避難が完了した場合でも、隣接する地下街から避難者が進入する可能性
があるため、全地下街が避難完了するまでは、現地において隣接する地下街からの避難者
に備えることとする。 
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３－３ 避難場所 

 

・浸水想定よりも高い階（垂直避難）もしくは浸水想定区域の外側への避難（水平避難） 

※垂直避難に関しては、津波避難ビルへの避難を優先し、接続ビルへの避難も想定する。な
お、避難先となる接続ビルは、津波避難ビルの指定要件（新耐震基準を満たした鉄筋コン
クリート造もしくは鉄骨鉄筋コンクリート造）と同等の構造を有する建築物であることが
望ましい。 

※垂直避難の場合、１階の階高が 5.5m 以上であれば、２階も避難可能 
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 0.5m 未満 

 0.5～3.0m 

 3.0～5.0m 

 5.0m 以上 

 地下街・地下駅等 

ホワイティうめだ 
梅
田
駅 

大阪駅前 
ダイヤモンド 
地下街 

東
梅
田
駅 西

梅
田
駅 

ド
ᶌ
チ
カ 

大阪駅前地下道 

西梅田地下道 

北新地駅 

阪神梅田駅 

曽根崎地下歩道 
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  浸水 大阪市沿岸部 
に津波到着 

南海トラフ巨大
地震発生（最
大震度６弱） 
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４－２ 避難誘導開始、誘導員等が最終避難するタイミング 

 

【基本的な考え方】 

・避難誘導は、浸水想定区域の外側への避難（水平避難）を優先とし、水平避難が困難な

場合は、浸水想定よりも高い階への避難（垂直避難）を呼びかける。 

・一方、地上部では地震の揺れによる転倒物や落下物、火災等が発生しているおそれがある

こと、また、大阪駅周辺にいる大勢の人が一斉に東側の地域への避難を行えば、相当な混

乱が発生することが想定されるため、津波避難ビルや接続ビルでの受け入れも実施する。 

大津波警報又は津波警報が発表された時 

⇒・「避難指示」が発令されたことを周知 

・全ての利用者へ地下からの退出を呼びかけ、浸水想定区域の外側に避難（水平避難）誘

導し、水平避難が困難な場合は浸水想定よりも高い階への避難（垂直避難）誘導 

・各管理者は利用者の避難完了を確認後、浸水想定区域の外側に避難（水平避難）もしく

は浸水想定よりも高い階への避難（垂直避難） 

※垂直避難に関しては、津波避難ビルへの避難を優先し、接続ビルへの避難も想定する。
なお、避難先となる接続ビルは、津波避難ビルの指定要件（新耐震基準を満たした鉄筋
コンクリート造もしくは鉄骨鉄筋コンクリート造）と同等の構造を有する建築物である
ことが望ましい。 

※管理する地下街の避難が完了した場合でも、隣接する地下街から避難者が進入する可能
性があるため、全地下街が避難完了するまで、あるいは、従業員等の最終避難のタイミ
ングまでは、現地において隣接する地下街からの避難者に備えることとする。 

※管理者の避難開始のタイミングは、誘導員等の垂直避難に必要な時間を考慮したうえで
個別に設定し、大阪市沿岸部に津波が到達するまで（地震発生後、約 1 時間 50 分）に
管理者の避難を完了させる。 

（参考：「大阪駅周辺地区 地下空間浸水対策計画」（R6.3）） 
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４－３ 避難場所 

 

・浸水想定区域の外側（水平避難）もしくは浸水想定よりも高い階（垂直避難） 

※垂直避難に関しては、津波避難ビルへの避難を優先し、接続ビルへの避難も想定する。なお、避難

先となる接続ビルは、津波避難ビルの指定要件（新耐震基準を満たした鉄筋コンクリート造もしく

は鉄骨鉄筋コンクリート造）と同等の構造を有する建築物であることが望ましい。 

※垂直避難の場合、１階の階高が 5.5m 以上であれば、２階も避難可能 

例）接続ビルに避難誘導する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅿ

（参考：「大阪駅周辺地区 地下空間浸水対策計画」（R6.3）） 

 

大阪駅前ダイヤモンド地下街、曽
根崎地下歩道、JR 北新地駅、西梅
田地下道、西梅田駅、 
ドーチカの利用者 

接続ビルの２階以上の階 

・接続ビルの２階以上の階 
・新御堂筋より 300m 以上東側の地域 

※東側の地域まで歩行が困難な人を中心に、
接続ビルの２階以上の階で受入れ 

ホワイティうめだ、梅田駅 
大阪駅前地下道、阪神大阪梅田駅 
東梅田駅の利用者 
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Ⅿ Ⅿ

Ⅿ Ⅿ
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 0.5m 未満 

 0.5～3.0m 

 3.0～5.0m 

 5.0m 以上 

 地下街・地下駅等 

ホワイティうめだ 
梅
田
駅 

大阪駅前 
ダイヤモンド 
地下街 

東
梅
田
駅 西

梅
田
駅 

ド
ᶌ
チ
カ 

大阪駅前地下道 

西梅田地下道 

北新地駅 

阪神梅田駅 

曽根崎地下歩道 
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台風最接近 
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５－２ 避難誘導開始、誘導員等が最終避難するタイミング 

 

 【基本的な考え方】 

・台風に関する防災気象情報（予報円、進行方向・速度、中心気圧等）については、気象庁から上陸

する概ね５日前から段階的に確度を高め発表される。 

・また、台風が大阪府域上陸・最接近の前日 18 時までを目安に大阪府知事が発信する「災害モード

宣言」と連携し、大阪市が「ゆとりを持った自主的な避難の呼びかけ」などを行う。 

・これらの台風に関する防災気象情報等を考慮し、あらかじめ施設の臨時閉鎖や開放時間の短縮を検

討し、施設の利用制限措置をとる、鉄道の計画運休の予定を周知するといった事前の対応を基本と

する。 

※地下街管理者並び接続ビル管理者は、大阪市が発令する避難情報だけではなく、鉄道の運休等の情

報を考慮して、事前に臨時休業や営業時間の短縮等を検討 

※地下駅管理者は、台風の進路や勢力、雨量の予想を参考に、他路線や他区間との関係も考慮して個

別に判断 

【営業時間中に警戒レベルが発令された場合】（事前の対応ができていない場合） 

高潮注意報（警報に切り替える可能性が高い旨に言及 

されているもの）が発表された時                どちらにも該当した時 

警戒レベル３高齢者等避難が発令された時 

⇒・「高潮注意報」の発表、「警戒レベル３高齢者等避難」が発令されたことを周知 

・高齢者等の利用者へ地下からの退出を呼びかけ、浸水想定よりも高い階への避難（垂直避難）誘

導 

・地下街管理者並び接続ビル管理者は、地下階及び地下街店舗等の閉店準備 

・地下駅管理者は、鉄道の運休準備 

高潮警報若しくは高潮特別警報が発表された時  

警戒レベル４避難指示が発令された時 

⇒・「高潮警報」や「高潮特別警報」の発表、「警戒レベル４避難指示」が発令されたことを周知 

・全ての利用者へ地下からの退出を呼びかけ、浸水想定よりも高い階への避難（垂直避難）誘導 

・各管理者は利用者の避難完了を確認後、浸水想定よりも高い階へ避難（垂直避難） 

・地下街管理者並び接続ビル管理者は、地下階及び地下街店舗等の閉店を完了 

・地下駅管理者は、鉄道の運休を完了 

警戒レベル５緊急安全確保が発令された時 

⇒【避難が完了していない場合】 

・「警戒レベル５緊急安全確保」が発令されたことを周知 

・全ての利用者及び管理者へ地下からの至急退出を呼びかけ、浸水想定よりも高い階へ避難（垂直

避難） 

※垂直避難に関しては、津波避難ビルへの避難を優先し、接続ビルへの避難も想定する。なお、避難先

となる接続ビルは、津波避難ビルの指定要件（新耐震基準を満たした鉄筋コンクリート造もしくは鉄

骨鉄筋コンクリート造）と同等の構造を有する建築物であることが望ましい。 

※気象台からの気象情報（大雨警報や洪水警報等）が解除されるまでは、各管理者から避難先へ災害情

報の提供を行うよう努める。 

※管理する地下街の避難が完了した場合でも、隣接する地下街から避難者が進入する可能性があるた

め、全地下街が避難完了するまで、は、現地において隣接する地下街からの避難者に備えることと

する。 

どちらにも該当した時 
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５－３ 避難場所 

 

・浸水想定よりも高い階（垂直避難） 

※ 垂直避難に関しては、津波避難ビルへの避難を優先し、接続ビルへの避難も想定する。
なお、避難先となる接続ビルは、津波避難ビルの指定要件（新耐震基準を満たした鉄筋コ
ンクリート造もしくは鉄骨鉄筋コンクリート造）と同等の構造を有する建築物であること
が望ましい。 
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別表１

総店舗数 1 総店舗数  総店舗数  総店舗数  総店舗数  総店舗数  

1 3 2 3 2 2

隊長 隊長 隊長 隊長 隊長 隊長

通報連絡班 防御班 警戒救護班 通報連絡班 防御班 避難誘導班 警戒救護班 通報連絡班 防御班 避難誘導班 警戒救護班 通報連絡班 防御班 避難誘導班 警戒救護班 通報連絡班 防御班 避難誘導班 警戒救護班 通報連絡班 防御班 避難誘導班 警戒救護班

0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名

※　具体的な店舗名称等は、その時点の最新のものとする

ホ ワ イ テ ィ う め だ 自 衛 水 防 隊 組 織 表 　

隊　長 　ホワイティうめだ営業所長（統括管理者）

コ　マ　ブ　ロ　ッ　ク

副隊長 所長代理（保安長）

本隊
情報収集　・　連絡班　・　初期消火班　・　防御班　・　避難誘導班　・　救出救護班　・　工作班　

（自衛消防業務講習終了者を配置）

新　御　堂　筋　ブ　ロ　ッ　ク プ　チ　シ　ャ　ン　ブ　ロ　ッ　ク

サンリノ(新南海ストア)      

中　　央　　ブ　　ロ　　ッ　　ク 扇　町　ブ　ロ　ッ　ク Ｏ　Ｓ　ブ　ロ　ッ　ク

副隊長 副隊長
  

 
副隊長 副隊長  副隊長 副隊長

 

 
 

班       長

避難誘導班

班      長 班       長 班       長

副  班  長 副  班  長 副  班  長 副  班  長

班       長 班       長

0名

副  班  長

班      員 班      員 班      員 班      員 班      員 班      員
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別表２

　　「自衛水防組織任務表」

班長 ・状況把握し、119番、110番・その他防災

通報連絡 　関係機関に連絡

班 班員　　名 ・来街者に対する避難誘導放送、パニック

　防止広報を実施する

・自衛水防隊員や従業員への連絡

・洪水予報等の情報収集

・その他通信機器、放送設備を使用した

　業務を担当

班長 ・災害に対する防御活動を実施

防御班 ・災害の種別に応じた防災資機材を活用

班員　名 ・その他防御活動に必要な業務を担当

班長 ・避難誘導の実施

避難誘導 ・地下街各階段の上下に避難誘導旗を持

班 班員　名 　った隊員を配置し、避難者の安全誘導と

　街内への立入り制限等にあたる

・災害の推移に応じて避難誘導範囲を決定

・状況判断し、避難誘導方向を決定

班長 ・負傷者、被救助者の応急救護を実施

警戒救護 ・災害現場の警戒区域を設定して、関係者

班 班員　名 　以外の出入りを制限する

・救急隊等公的救護機関との連絡

・その他警戒・救護に必要な業務を担当

統括防火・防災管理者

統括防火・防災管理者の代行者

役職及び氏名 任  務

役職及び氏名 任  務

役職及び氏名 任  務

役職及び氏名 任  務
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別図２ 
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別図５ 
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別図６－１ 
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別図６－２ 
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別図７ 

泉の広場 

センターモール 

ノースモール２ 

プチシャンエリア 

ノースモール１ 

NOMOKA 


